
202５年度 大阪府訪問看護実践研修

教育ステーション事業 実践報告
大阪府訪問看護ステーション協会

三島ブロック （高槻市・島本町）担当

大阪医科薬科大学訪問看護ステーション



地域の概要 三島ブロック

大阪府 人口877万人 高齢化率29.2％

三島二次医療圏 74.9万人

人口（高齢化率）

高槻市 34.3万人↓（29.4％）

島本町 3.2万人↑（28.2％）

茨木市 28.6万人↑ （24.6％）

摂津市 8.7万人↑ （25.8％）

特徴

公的医療機関がない

特定機能病院と民間病院

大阪医科薬科大学訪問看護ステーション



事業所の概要
学校法人 大阪医科薬科大学

大阪医科薬科大学訪問看護ステーション

2015年開設

2019年度より

教育ステーション事業を開始

7年間の実績がある

ステーション理念である

「在宅医療を支える人材育成」

本事業を通して地域で実践

大阪医科薬科大学訪問看護ステーション



2025年度 教育ステーション事業目標

1）地域の看護職および介護等に携わる多職種に向け、人生会議（ACP）研修を

行い、人生会議（ACP）支援人材の育成ができる。

2）看護の質向上を目的に訪問看護実践を言語化し、事例発表会を開催できる。

３）地域の訪問看護ステーション管理者等と運営・管理についての勉強会を行い、

適正な事業運営を支援できる。

４）研修会、電話相談等を通じて、運営・管理等に関するコンサルテーション事業、

管理者体験研修、訪問看護体験研修を活用できる。

５）地域住民に対して健康寿命延伸、人生会議（ACP）の啓発活動ができる。

大阪医科薬科大学訪問看護ステーション



１）5月21日 人生会議（ACP）研修（地域のケアマネジャー、ヘルパー、福祉職など）

高槻市三箇牧公民館 目標 20名 ／ 実参加 25名

研修事業 集合研修①
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２）6月14日 人生会議（ACP）支援実践人材育成研修（地域の多職種対象）

大阪医科薬科大学看護学部 講義室 目標 50名 ／ 実参加 65名

研修事業 集合研修②

大阪医科薬科大学訪問看護ステーション



１）6月14日 人生会議（ACP）支援実践人材育成研修 研修前後アンケート結果

研修事業 集合研修

大阪医科薬科大学訪問看護ステーション



1）10月16日 運営規程、重要事項説明書について学ぶ（訪問看護ステーション対象）

オンライン開催（ZOOM） 目標 20名／アンケート回収数 19名

研修事業 集合研修以外①
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２）10月17日 三島ブロック事例発表会

オンライン開催（ZOOM） 目標 60名／ アンケート回収 76名

研修事業 集合研修以外②
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6月17日 「熱中症予防で猛暑をのりきろう！」

（高槻市中央地域対象）高槻市如是公民館 参加者：地域住民28名 介護関係者4名

府民への相談支援事業
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訪問看護体験研修事業
１）看護業務 目標 3名／実績 20名

（潜在看護師1名、訪問看護ステーション所属2名、病院勤務看護師16名）

プログラム オリエンテーション：施設概要、個人情報保護、感染対策など

講義：訪問看護のしくみ、専門分野における訪問看護の役割

同行訪問：2～3件

研修の振り返り：報告書作成

２）管理業務 目標 1名／実績 1名

（訪問看護ステーション管理者 協会加入）

プログラム オリエンテーション：施設概要、個人情報保護、感染対策など

講義：管理業務：運営管理、事業継続計画、重要事項説明書

人材育成：教育体制、教育計画、目標管理、人事考課

地域包括ケアシステム、医療介護の連携の現状と課題

訪問看護の役割、地域活動

研修の振り返り：報告書作成
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電話FAX相談 Q＆A事業

大阪医科薬科大学訪問看護ステーション

受付曜日・時間：月曜日～金曜日 9：00～16：00

広報方法：FAX、郵送、MCS

医療機関、行政、地域包括支援センター、ケアプランセンター、

訪問看護ステーション（非会員事業所を含む）

目標件数 3件 ／ 実件数 4件

相談内容：報酬改定関連 2件、指示書 1件、人材育成 1件



コンサルテーション事業 対面サポート

大阪医科薬科大学訪問看護ステーション

目標件数 3件 ／ 実件数 4件

サポート内容：

①運営管理・人材育成 2件

運営規程、重要事項説明書、法令遵守した運営管理

組織理念に基づいた教育理念の明文化、教育体制、

個別教育計画、教育内容について

②皮膚・排泄ケア 2件

人工肛門管理：評価、装具提案、変更

難治性潰瘍処置：ケア方法の提案



その他 地域活動

大阪医科薬科大学訪問看護ステーション

1）7月14日 島本町 在宅医療・介護事業者対象研修

人生会議 「もっと身近に！地域でできるACP実践にむけて」

2）8月19日 高槻市 福祉事業者多職種研修

人生会議 「ゼロから学ぶ人生会議」

3）12月16日 高槻市 介護事業者対象研修

感染対策 「介護現場にける感染対策」

４）1月29日 高槻市 介護職対象

介護職のための医療的ケア フォローアップ研修



協力ステーション 9事業所
１）北摂総合病院訪問看護ステーション（高槻市）：広報、研修運営サポート

２）高槻みらい訪問看護ステーション（高槻市）：広報、研修運営サポート

３）訪問看護ステーション愛仁会高槻 （高槻市）：広報、体験研修（小児訪問看護）

４）みどりケ丘訪問看護ステーション（高槻市）：広報、研修運営サポート

５）訪問看護ステーションかすたねっと（高槻市）：広報、研修運営サポート

６）水無瀬訪問看護ステーション（島本町）：広報、研修運営サポート

７）すずね訪問看護リハビリステーション（茨木市）：広報、研修運営サポート、電話相談

８）なないろ高槻訪問看護ステーション（高槻市）：広報、研修運営サポート

９）訪問看護ステーションアユース高槻（高槻市）：広報、体験研修（精神科訪問看護）

大阪医科薬科大学訪問看護ステーション

協力ナース 5名
１）認定看護管理者（大阪医科薬科大学訪問看護ステーション）：コンサルテーション、電話相談、研修講師、体験研修

２）訪問看護認定看護師（大阪医科薬科大学訪問看護ステーション）：コンサルテーション、電話相談、研修講師、体験研修

３）特定行為修了看護師（大阪医科薬科大学訪問看護ステーション）：研修講師、体験研修

４）ナースプラクティショナー（大阪医科薬科大学訪問看護ステーション）：研修講師、体験研修

５）皮膚・排泄ケア認定看護師（大阪医科薬科大学三島南病院）：コンサルテーション



事業全体の効果

教育ステーション事業は当事業所の「質の高い訪問看護の提供と人材育成」という理念に合致し、

地域での教育的役割を発揮するという事業目標を、教育ステーション事業を通して実現できている。

教育ステーション事業7年間を通じて、地域の多職種や医療機関、行政から教育ステーションとし

ての認知が定着し、研修企画についても協力が容易に得られ、研修講師依頼が増加している。

特に人生会議（ACP）についての研修講師依頼が増加している。

人生会議（ACP）実践人材育成研修では、地域の医療・介護・福祉に関わる多職種からの受講希望者

が多く、定員を超える65名が受講した。地域の訪問看護ステーションのELNEC-J修了者やACP

支援ナース等を中心にファシリテーターの協力を得て、受講者増加にも対応することができた。

地域の多職種が協働して人生会議（ACP）を支援することの重要性を再確認できる機会となり、

教育ステーション事業を通して、地域包括ケアシステムの構築や人材育成に大きく貢献できていると、

実感することができた。
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次年度の課題
次年度の課題としては、研修参加の申し込みは協会加入で管理者会などに出席

しているステーションが多く、管理者会への出席の少ないステーションや非会員の

ステーションからの研修参加が少ない状況にある。

新設の訪問看護ステーションが増える中、管理者研修未受講の管理者も多いため、

興味や関心が高い報酬改定、運営管理、ケアプランデータ連携システム等について

の研修を企画し、コンサルテーションや体験研修を通じて協会加入や管理者研修の

重要性を進言し、地域の訪問看護の質向上を目指していきたい。

また、多くのステーションが協力、協働ができる地域づくりを推進していきたい。

大阪医科薬科大学訪問看護ステーション
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